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項  目 要  約 

１．研究開発の概要 原子力プラント安全性の向上に資するため、耐照射性と耐食性に

優れたEHP仕様の高Cr-高Ni系の安定オーステナイト系ステンレス

鋼(以後、EHP 鋼と呼ぶ)を、現行のステンレス鋼等の表面に接合す

ることにより、実機に適用できる複合材料を開発することを目的と

し、以下の研究開発を行う。 

１）EHP 合金応用部材の開発 

２）開発材の環境適用性評価 

３）接合技術の評価選定 

 

２．総合評価 耐食性に関する優位性が示されており、材料としての期待度は高

い重要な研究課題である。事業は計画通り進捗しており、着実に基

礎的な知見を積み上げており、クラッド材として注目すべき成果が

期待できる。今後も以下の項目に留意して研究を完遂することを希

望する。 

１．クラッド化に対する限界や留意事項などの知見をとりまとめ、

それをどのように用いるのがよいかの検討をすること。 

２．高純度化技術は適用範囲の広い技術であり、今後の開発の適用

先に関しても考慮すること。 

３．経済性に関する評価を検討すること。 

 

 

  

Ａ．期待以上もしくは期待通りの成果が見込め、継続すべきである。 

Ｂ．ほぼ期待通りの成果が見込め継続すべきであるが、計画の一部見直しが必要である。 

Ｃ．進捗に大きな遅れがあるなど、成果がほとんど見込めない。 
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